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資料 3-1-1 教職実践演習資料 

『星槎大学 教職課程履修の手引』令和５（2023）年度 第 8 章 教職実践演習 

 

第８章 教職実践演習 

 

 

 

１．教職実践演習の概要 

「教職実践演習」は教職課程履修の総まとめとして、４年次の教育実習後（※）に受講す

る科目となり、これまでに身につけてきた知識・技能を振り返り、教員として最低限必要な

資質能力が身に付いているかを確認するためのものである。これからの教員には社会で求め

られる人材像を踏まえた教育の展開、学校現場の諸課題への対応を図るために社会からの尊

敬・信頼を受け、思考力・判断力・表現力等を育成する実践的指導力を有することが求めら

れている。また、教職生活全体を通じて実践的指導力等を高めるとともに、探究力を持ち学

び続ける存在でなければならない。本科目の履修にあたっては、学修指導書を熟読し、スク

ーリング受講に備えて早めに準備を行うことが求められる。 

※基礎資格（学士等）取得予定者は、基礎資格（学士等）取得見込み年度にのみ履修可能

である。 

 

これからの教員に 

求められる資質能力 

 

 

２．教職実践演習の履修科目登録の要件 

教職実践演習を履修科目登録するためには、履修科目登録年度の年度はじめに以下の（１）

と（２）の要件の両方を満たす必要がある。 
 

（１）基礎資格（学士等）について、取得済み、もしくは教職実践演習の履修年度に取得見込

みである（正科生の場合、４年次にのみ履修可）。 

（２）対象の教員免許状の必要科目（教育実習科目含む）のすべてについて、単位修得済み、

もしくは教職実践演習の履修年度に単位修得見込みである。 

 

３．教職実践演習のスクーリング受講の要件 

教職実践演習は科目の特性上、教職課程の最後に教育実習を含め必要科目を振り返り、教

員としての資質を見極めるため、受講にあたっては、教育実習終了後（事後指導スクーリン

グの受講含む）、必要科目の学修が完了している必要がある。 

 

１．使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項 

２．社会性や対人関係能力に関する事項 

３．幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項 

４．教科・保育内容等の指導力に関する事項 

□ 教職実践演習の学修にあたっては、所定の要件（履修科目登録の要件、スクーリング受

講要件等）を満たす必要がある。 

□ 教職実践演習の履修年度は、教職実践演習科目の「学修指導書」を熟読すること。 
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自身の学修スケジュールと、「教職実践演習」のスクーリングスケジュールを確認のうえ、

適切な時期のスクーリングを受講すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．事前提出課題 

「教職課程履修カルテ」・「自己評価表」には、教職課程の科目履修を始めてから「教育実

習」を経て「教職実践演習」を履修するまでの学修状況の記録及び「教育実習」の前後に実

施される「教員として必要な資質」についての自己評価を記入する。「教職課程履修カルテ」・

「自己評価表」を記入することによって、学生自らが「共生」という本学の建学の精神を踏

まえつつ教員免許状取得に向けてどのような学修が必要なのかを考え、また「教職実践演習」

や補完的な教職指導に活用する。 

※「教職課程履修カルテ」・「自己評価表」のほか、別途、学修指導書に課題の指示がある

場合は、併せて準備すること。 

 

（１）教職課程履修カルテ 

年２回、３月末、９月末の単位認定ごとに入力し、教職実践演習のスクーリング受講２

週間前までに学生ポータルサイトの提出フォームから提出（アップロード）すること。ただ

し、教職実践演習を受講する年度は、単位認定前であってもすべての必要科目について入力

を済ませること（履修中の科目は、スクーリング受講２週間前の時点での振り返りを入力す

る）。 

※初等あるいは中等で複数の校種・教科の免許状の取得を目指している場合は、実施した教育

実習の校種・教科の同カルテを提出すること。 

 

受講要件 
スクーリング受講２週間前までに以下の２つの要件をいずれも満たす必要がある。 

 

①取得希望の教員免許状のすべての必要科目の単位を修得済みもしくは成績（合格）

がでていること、または必要科目のうち最低でも４分の３以上の科目の単位を修得

済みもしくは成績（合格）が出ていること。 

※大前提として、基礎資格（学士等）について、取得済み、もしくは教職実践演習

の受講年度に取得見込みであることが必須である（正科生の場合、４年次にのみ

履修可）。 

②「教職課程履修カルテ」、「自己評価表」を所定の方法で提出していること。 

※受講２週間前までにいずれか一方でも要件を満たしていない場合は、スクーリン

グ受講不可 
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※「修得年度」は４月生、１０月生ともに４月～翌年３月の学校暦としての年度を記入するこ

と。 

※他大学で修得済み科目がある場合、他大学の様式で作成した教職課程履修カルテの提出も

必要。 

 

＜様式＞ 学生ポータルサイト→教職課程登録者用ページ→各種様式 

＜提出先＞ 学生ポータルサイト→教職課程登録者用ページ→教職実践演習  

 

１）対象の教員免許状のすべての必要科目について記入すること。 

介護等の体験や学校ボランティアを実施していない場合、該当欄への記入は不要。 

※他大学で修得した科目は他大学で作成した「教職課程履修カルテ」を提出すること。 

準備できない場合、教職実践演習履修年度の年度はじめに教職総合支援センターまで相談

すること。 

※実務経験を実習単位に振り替えることにより教育実習を実施しない場合、また他大学で教    

 育実習（取得希望免許状と同一校種）を実施済みでかつ教育実習日誌が手元にない場合

は、所定の期日までに別途課題提出が必要であるため、教職実践演習履修年度の年度はじ

めに教職総合支援センターまで相談すること。その場合、「自己評価表」の提出は不要で

ある。 

 

２）入力後、区分にあるすべての項目を入力しており、誤字・脱字・表記表現の誤りなどがない 

よう見直すこと。 

 

３）各ページの記入時期については下表を確認すること。 

項 目 記入時期 

教科及び教科の指導法に関する科目 
単位認定（３月末以降、９月末以降）ごとに入力。 

教職実践演習受講年度の履修科目は教職実践演習スク

ーリング受講２週間前までに状況を入力。 

教育の基礎的理解に関する科目等（各

科目に含める必要事項については次

ページの表を参照すること） 

介護等の体験について 
実施学生は施設にて介護等の体験が終了した後、速や

かに入力。 

学校ボランティア 学校ボランティアを行った際に入力。 
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４）各項目に含めるべき必要事項については下表を参考にすること。 

【初等】 

各科目に含める必要事項 本学科目名 

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理（初等） 

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対

応を含む。） 
教職概論（初等） 

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を含む。） 
教育経営・学校安全論（初等） 

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 教育心理学（初等） 

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 
特別の支援を必要とする幼

児・児童の理解 

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメント

を含む。） 
教育課程論（初等） 

道徳の理論及び指導法 道徳の理論・指導法（初等） 

総合的な学習の時間の指導法 
総合的な学習の時間の指導法

（初等） 

特別活動の指導法 特別活動の指導法（初等） 

幼稚園：教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含

む。） 

小学校：教育の方法及び技術／情報通信技術を活用した教育の

理論及び方法 

教育方法・技術論（情報通信

技術の活用含む）（初等） 

幼児理解の理論及び方法 幼児理解の理論と方法 

生徒指導の理論及び方法／進路指導及びキャリア教育の理論

及び方法 
生徒・進路指導論（初等） 

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理

論及び方法 
教育相談（初等） 

教育実習 教育実習（初等）（１）（２） 
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【中等】 

各科目に含める必要事項 本学科目名 

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原理（中等） 

教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対

応を含む。） 
教職概論（中等） 

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との

連携及び学校安全への対応を含む。） 
教育経営・学校安全論（中等） 

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 教育心理学（中等） 

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解 
特別の支援を必要とする生徒

の理解 

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメント

を含む。） 
教育課程論（中等） 

道徳の理論及び指導法 道徳の理論・指導法（中等） 

総合的な学習の時間の指導法／総合的な探究の時間の指導法 
総合的な学習の時間の指導法

（中等） 

特別活動の指導法 特別活動の指導法（中等） 

教育の方法及び技術／情報通信技術を活用した教育の理論及

び方法 

教育方法・技術論（情報通信

技術の活用含む）（中等） 

生徒指導の理論及び方法／進路指導及びキャリア教育の理論

及び方法 
生徒・進路指導論（中等） 

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理

論及び方法 
教育相談（中等） 

教育実習 教育実習（中等）Ⅰ（１）（２） 

 

※他大学等で教職課程を履修する場合には、その大学等から「教職課程履修カルテ」の提出を求 

められることもある。「教職課程履修カルテ」は教育職員免許状を取得するまで大切に保管し 

ておくこと。 

 

（２）自己評価表 

教育実習終了後（事後指導スクーリングの受講含む）、教職実践演習のスクーリング受講２週

間前までに「教職課程履修カルテ」とともに提出（アップロード）すること。 

教育実習事前指導スクーリングの受講後、および教育実習終了後のそれぞれの時期に５段階

で自己評価をし、教育実習実施後は「自己課題」を具体的に記載すること。 
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＜様式＞ 学生ポータルサイト→教職課程登録者用ページ→各種様式 

＜提出先＞ 学生ポータルサイト→教職課程登録者用ページ→教職実践演習 

   

留意点 

・期限までに「教職課程履修カルテ」および「自己評価表」の提出が確認できない場合、教

職実践演習は受講できないので、注意すること。 

・受講の際には必ず実習日誌（コピー）を準備すること。 

・そのほか注意事項については「学修指導書」を確認すること。 
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資料 3-2-1 授業実践演習（初等・中等）シラバス 
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資料 3-2-2 教育実習のしおり 

 

 

星槎大学 

教育実習のしおり 
 

 

 

 

            年度 

 

学 籍 番 号          氏 名  

学 校 ・ 園  名                  

実 習 期 間          年    月    日（   ）～     年    月    日（   ） 

 

 

紛失厳禁 教育実習時に持参すること！ 



 

 

 

Ⅰ 教育実習とは何か ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２                

１．教育実習の意義 

２．教育実習の目的 

３．教育実習の内容 

４．教育実習の履修資格 

Ⅱ 教育実習の心得・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

１．教育実習事前確認（オリエンテーション含む） 

（１）教育実習事前確認時の基本的心得 

（２）教育実習事前確認の際の確認事項 

２．教育実習 

（１）基本的な心得 

（２）教育実習期間中の携帯品 

（３）服装 

（４）勤務上の注意点 

（５）情報の取り扱い 

（６）園児・児童・生徒に接する心得 

（７）教育実習の実務についての心得 

（８）教育実習日誌 

（９）教育実習終了後 

３．大学との情報共有 

Ⅲ 教育実習年度の書類の流れと必要な手続き・・・・・・・・・・・・・９ 

１．教育実習年度初めの流れ 

２．各種書類 

３．２で送付した書類及びその他準備物 

４．その他教育実習に関わる留意点 

５．教育実習終了後 

６．教育実習日誌返却 

Ⅳ 教育実習に備えて提出する書類・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

Ⅴ 健康診断・麻しん抗体検査・予防接種・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

Ⅵ 教育実習科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

Ⅶ 教育実習個別指導体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

 

教員免許状取得までの流れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・裏表紙 

 

目    次 



 

星槎大学「教員養成の理念」 

星槎大学共生科学部における教員養成の理念は以下のとおりである。 

【星槎大学共生科学部 教員養成の理念】 

 星槎大学共生科学部共生科学科は、人と人と、あるいは人と自然とが共生する社会の創

造に貢献することを目的とした「共生」という建学の精神をふまえ、21 世紀に適応する

広い知力の育成、心の耕作、課題探求能力育成を主要な柱として、それを教育理念として

いる。 

 その人材養成目標は、次代へと続く共生社会に寄与する人材の輩出にある。 

 共生社会の創造に貢献するために、子どもたちへ本学で学修したことを伝えていくこ

とができる人材を輩出することが、本学における教員養成の理念である。 

 

 

星槎大学「教職課程の設置の趣旨」 

 星槎大学共生科学部における教職課程の設置の趣旨は以下のとおりである。 

【星槎大学共生科学部 教職課程の設置の趣旨】 

 星槎大学は、「建学の精神」「教育理念」を「教員養成に対する理念」の基礎としている。 

 本学が教職課程を設置する趣旨は、それらを具現化することにある。具体的には、以下

のような教員を養成することにある。 

（１）２１世紀の変化に応じた知識・技能の絶えざる刷新を指向する教員の養成 

（２）共生する心を耕作することのできる教員の養成 

（３）課題探求能力をもった教員の養成 

（４）発達障害児等を指導する能力をもった教員の養成 

また、本学校法人の建学の精神である「社会に必要とされることを創造し、常に新た

な道を切り開き、それを成し遂げる」ということと、教育理念である「必要とする人々

のために新たな道を創造し、人々が共生しえる社会の実現を目指し、それを成し遂げる」

というものは、本学設置の大元にあるものであり、全ての教育活動に共通するものであ

る。 

 

 

 

 

 「教育実習のしおり」は、教育実習の実施にあたって 

心がける点について詳細に案内している。熟読し、実習時 

にも必ず持参し状況に応じた言動が取れるようにすること。 



資料 3-2-3 社会福祉施設における介護等体験自己評価票 
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資料 3-2-4 学校ボランティア（初等・中等）シラバス 
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